
小嶋税務会計事務所

上場していない会社の株式を保有しており、毎年配当をもらっていますが、上場会社から

もらう配当とでは、税務上の取扱いは異なるのでしょうか？また、株式の売却益が出た場合

の取扱いはどうでしょうか？

解説

１． 配当に係る税務上の取扱い

非上場会社からの配当は総合課税となりますので、住民税を合わせると最大 55％となり

ます。一方、上場会社からの配当については、20.315％（所得税及び復興特別所得税

15.315％、住民税 5％）の税率が適用されます。非上場会社からの配当に対する税率も

約 20％が適用されると思っている方がおりますので注意です。

２． 株式売却益に係る税務上の取扱い

株式の売却益に係る税金は、上場会社あるいは非上場会社を問わず、20.315％（所得税

及び復興特別所得税 15.315％、住民税 5％）の税率が適用されます。

３． まとめ

以上まとめると下記となります。

上場会社 非上場会社

配当 分離課税

20.315％

総合課税

15％～55％

株式の売却益 分離課税

20.315％

分離課税

20.315％

要するに…
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非上場会社からの配当と株式の譲渡損益の取扱い

非上場会社の経営者が自分の収入を役員報酬としてもらうか、あるいは配当でもらうかどち
らが有利かという質問をされることがありますが、税金に関してはどちらでも一緒となり

ます。ただし、役員報酬としてもらった場合は社会保険料の対象となりますが、配当でも
らった場合は、対象外ですので、短期的には配当でもらったほうが有利と言えます。ただ、

将来もらえる年金の額に差が生じますし、高収入の方は社会保険料の料率がそもそも上限に
達している場合もありますので、総合的な判断が必要です。

配当や株式売却益に係る税務上の取扱いは上場会社と非上場会社では一部異なる部分が

あります。


